
「やればできる」という思いを感じ，自己有能感や達成感を高めることのできる授業
題材名 「ニコニコスープ皿の製作」 日時 平成２４年 ２月１７日（金） ２校時

対象 中学部 陶芸班 指導形態 作業学習

場所 中学部陶芸室（２階理科室）

指導者 宇都宮(T1)，小畑(T2)，川上(T3)，福元(T4)，

松尾(T5)，花田(T6)，梶原(T7)

題材における生徒の実態
本年度の中学部陶芸班の構成は，１年生６人，２年生４人，３年生４人の計１４人である。学年構

成が縦割りになっており，生徒の実態は様々であるが，１年生は作業学習に対する意義や目標の初期

段階について，２・３年生は学年ごとに培ってきた意識や基本姿勢等について学んでおり，学習形態

の面から考えると指導上の生徒構成のバランスは取れている。１４人全員が本年度初めて陶芸班に入

ったが，これまでの学習を通して，粘土を扱う作業に慣れてきており，製作活動に対しての意欲を高

くもち，毎回製品を完成させる喜びを全員で感じることができている。その反面，これまでの作業学

習において，集中力・持続力に欠けていたり，製作態度や他の生徒との協力態勢が取れていなかった

りする場面も多く見られる。また，製作の内容や工程等に対する理解や，安全に対する配慮不足等に

も個々の差は大きく，個に応じた特別な配慮の必要性を強く感じる。

題材の意義・価値
中学部の作業学習では，授業の形態を陶芸・家庭・木工の３班に分け，各作業班で「時間を守るこ

と」「あいさつ・返事をすること」「協力すること」「安全に気を付けること」を全体的な中心目標と

して指導を行っている。さらに「やればできる」というキーワードを考慮し，各作業工程の中で，個

の課題に応じた作業を設定し，「やればできる」という意識をもつことができるようにしている。

陶芸班では，３学期の題材を「ニコニコスープ皿の製作」とした。この題材の特徴として，生徒自

身がデザインしたり，器状の形成や取っ手作り，スタンプ押し等の多様な作業工程を組むことができ

たりすることがあげられる。また，粘土の特性上，授業時間内に製品を完成しなければいけないため，

具体的な個数の目標を設定するなど短期的な見通しをもって作業に取り組むことができることも本題

材の意義・価値であるといえる。

キャリア教育の視点から考えても，中学部段階におけるキャリア発達の実態を踏まえて学習活動が

構築できる題材であるといえる。具体的には，生徒の実態に応じた作業内容や補助具等の工夫がしや

すく，共同作業（流れ作業）での製作であるために，生徒間でのあいさつ，他者との協調性等を学習

することができると考える。

ね ら い
本題材では流れ作業での製作を取り入れていくため，各生徒の分担をより明確にすることができる。

作業に対する持久力と忍耐力，さらに失敗を反省して自己解決しようとする力を養っていきたい。ま

た，作業の協力態勢や，依頼・応答等の必要とされるコミュニケーション力も高めていきたい。

指 導 観
毎回の授業の中で，チェックリストの短期目標（題材における具体的な目標）と「やればできる」

ポイントと照らし合わせて，それぞれの担当間で指導上での共通理解事項等を確認している（研究紀

要Ｐ５２参照）。

具体的には，担当外の教師からも指導を受ける場面（工程間の受け渡し等）において，教師間の指

導内容の違いが生じないようにするために，全体的な流れの中でも共通理解し，生徒独自の課題に応

じた指導がスムーズにできるように留意している。さらに各生徒の現在の実態や課題に合った教材・

教具や補助具等の開発や工夫を行い，必要な支援を選択して過度な支援に注意をする。それによって，

生徒が「やればできた」という成就感，達成感を十分感じられるようにしていきたい。

展 望
作業学習で学習したことを他の教科で生かすとともに，「やればできる」という達成感を，他教科

でも感じてほしい。また，普段の生活の中であいさつ・返事をする，見通しをもつ，協力する等のこ

とができるようになり，次のステップの「やりがい」につながるようにしていきたい。



指導上の留意点
○ 教具・補助具の選定・開発では，全ての教具・補助具に対して「作りやすくするためのもの」

ではなく，「作業を一人で進めることで，『やればできる』という意識を高めることができるため

のもの」という意識を共通理解し，選定・開発を行う。

○ 身に付けさせたい力を，生徒の習得している知識・技術と，個別の指導計画や「やればできる」

ポイントを基に分析して，必要な支援内容を焦点化する。得た情報は，その都度チェックシート

に記入する。

○ 実態に応じた流れ作業が構築できるようにするために，「粘土まとめ」グループ，「切り取り」

グループ，「形成」グループに分けて指導を行う。

指導目標
【全体目標】

目標設定の観点 全 体 目 標 添付する項目

① 関心・意欲・態度面
・ 決められた時間いっぱい，作業に集中することがで Ⅰ－２

より
きるようにする。

・ 実態に応じた依頼や応答等ができるようにする。 Ⅰ－３，Ⅰ－４

② 技能面より
・ 補助具等を使用して，できるだけ一人で作業を行う Ⅱ－２

ことができるようにする。 Ⅲ－４

【個人目標】

目 標 指導の手立て

Ａ 一定時間作業に取り組むことができ 視覚的に判断できる確認表を準備し，作業に取

る。 （Ⅰ－２） り組む時間を延ばすことができるようにする。

Ｂ
適切な作業態度を身に付けることがで 態度や依頼，応答の方法等をその都度指導し，

きる。 （Ⅲ－３） 作業に対する基礎的な意識を高めるようにする。

Ｃ
周囲の作業状況を確認をしながら，作 自己チェックの方法を確立させることで，自信

業を進めることができる。 （Ⅲ－３） をもって作業を進めることができるようにする。

指導計画
総時数７５時間

次 主 な 学 習 活 動 時 間 備 考

一 ○ 製作物をデザインし，試作品を作る。 ５

二 ○ 個々で製作をし，工程を覚える。 ６

三 ○ 流れ作業で製作を行う。 ５６ 本時（５１／５６）

四 ○ 釉薬がけ，窯詰め，窯出し，仕上げをする。 ８ 他題材と並行実施

本時の学習
１ 目標

(1) 全体目標

・ 本時での自分の工程を確認し，理解することができる。

・ 周りの生徒と協力態勢を築きながら，自分の担当工程に取り組むことができる。

(2) 個人目標

目 標 指導の手立て

Ａ 教師と一緒に自分の作業場所で粘 視覚的に理解できるようにするために，確認表で

土を２個まとめることができる。 区切りの個数を２個と定めて取り組むようにする。

Ｂ 一人で粘土を一定の大きさにまと できるだけ一人で作業ができるようにするため

めることができる。 に，補助具の使い方や手順を毎回確認する。

Ｃ
一人で仕上げの確認を行い，次工 仕上がりの確認表を使用して，自信をもって次工

程に受け渡すことができる。 程に受け渡せるようにする。



２ 指導に当たって

これまでの学習で，流れ作業においての製品完成までの見通しをもてる生徒が増えつつある。

しかし生徒相互の協力態勢，作業中のあいさつ・返事，完成製品に対する仕上がりの確認等はま

だ定着しているとは言えず，不十分である。

そこで，本時では製作に対する態度や技術の経験をより深めることで，よりよい作業態度の定

着を図りたい。そのために以下のことに注意して指導を行いたい。

(1) 作業に対する主体的な態度を養うことができるように，生徒の実態に応じた教材教具や補助

具を準備し，できるだけ一人で作業を進めることができるようにする。

(2) 製作に対する意識を高めて作業に取り組むことができるようにするために，個数目標を具体

的に意識できる教材を準備し，授業の導入で活用する。

(3) 生徒の実態に応じたあいさつや返事を行うことができるようにするために，生徒間のやり取

りをしっかりと聞く。不十分な場合は，その都度指導を行ったり，上手にできた場合は賞賛を

行ったりする。

(4) やり直しが起こった場合には，その都度反省点を明確に伝え，改善点を理解できるようにする。

(5) 作業工程の速度が一定になるように，各工程の担当教師が前後の工程の状況を見て，ペース

の調整をする。

(6) 各生徒の「やればできる」ポイントを，「やればできる」チェックシートで事前に十分に共

通理解し，Ｔ・Ｔが円滑に行えるようにする。

(7) 「やればできる」ポイントについて授業後に評価を行い，達成したことや新たな課題があれ

ば，チェックシートに記入して，次時につなげるようにする。

３ 実際

※別紙参照

４ 評価

【全体の評価】

・ 決められた時間いっぱい，作業に集中することができたか。

・ 実態に応じた依頼や応答等をすることができたか。

・ 補助具等を使用して，できるだけ一人で作業を行うことができたか。

【個人の評価】

生徒の評価 手だてに関する評価

Ａ
一定時間作業に取り組むことができた 視覚的に判断できる確認表を準備し，作業に取

か。 り組む時間をのばすことができたか。

Ｂ
適切な作業態度を身に付けることがで 態度や依頼，応答の方法等をその都度指導し，作

きたか。 業に対する基礎的な意識を高めることができたか。

Ｃ 周囲の作業状況を確認をしながら，作 自己チェックの方法を確立させることで，自信

業を進めることができたか。 をもって作業を進めることができたか。

５ 場の設定

Ｃ Ｔ２ ○
○

切り取りグループ

Ｔ１ ○Ｔ６○ ○ Ｂ

Ｔ３
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形成グループ ○

Ｔ７ Ｔ５

Ｔ５ ○ ○ Ａ
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一人一人の実態から

氏名 題材等に関する実態 キャリア教育の視点から

言語理解等 知識・技能等 意欲・態度等 校内実習から キャリア発達の視点から

発語はほとん 手のひらを使 同工程に対し 前期実習では，【自他の理解能力】

どないが，手を うような作業は て１分程度は取 作業自体に抵抗 掲示物や他者の行動

引いたり，具体 できるが，指先 り組むことはで があり，情緒を に対して，自分の中で

物を持ってきた を使う作業は難 きるが，他に注 乱す場面もあっ の思いとの相違点を見

りして，意思表 しい。また，安 意がそれてしま たが，後期実習 つけると，衝動的に行

Ａ 示をする。自分 全に対する意識 い，作業が滞っ では，目標個数 動して，修正する姿が

の名前等につい が低いので，道 てしまうことが を設定すること 見られる。このことか

ては理解できて 具を使用する際 多い。その際に で，離席せずに ら，『集団参加』や『集

おり，日常生活 には教師の支援 は，離席や散策 作業に取り組む 団における役割分担と

における基本的 を要する。 行動が多く見ら 姿が見られた。 実行に関する能力』に

な指示も理解で れる。 課題があるといえる。

きる。

いろいろな言 言語は豊富だ 学習場面でけ 機械や道具に 【役割把握・認識能力】

葉を知ってお が，言葉の意味 じめをつけるこ 興味があるので， 自分と他者との連動

り，確認や依頼 を理解して発言 とが難しいが， 実習期間中継続 で作業を行っていると

等の応対が上手 することは少な 機械等の道具を して使用する道 いう意識が育っていな

にできる。実年 い。また，手指 使用する活動に 具を決めること いため，自分の担当す

齢並の言語を使 の巧ち性は未発 は，意欲的に取 で，意欲を持続 る作業に対し，責任を

Ｂ 用することもあ 達で，字をなぞ り組むことがで させることがで もって取り組んでいる

るが，時と場を ったり視写した きる。その反面，きた。しかし， 姿はあまり見られない。

選ばずに発言し りすることが困 集中力が切れる 集中力や注意力 また，作業工程には関

たり独り言を大 難である。道具 と，独り言を言 を持続させる時 係のない作業を好み，

声で言ったりす も正しく扱うこ ったり，手遊び 間が短いため， 作業が滞ることがある。

る場面も多く見 とは難しい。 をしたりするこ ふざけてしまう 『学校や家庭等におけ

られる。 ともある。 こともあった。 る役割の理解と実行』

に課題があるといえる。

言語での指示 陶芸の作業に 自信のなさが 完成の度合い 【課題解決能力・選択

を理解し，行動 おいて，焼成ま 見られる場面が を自己チェック 能力】

に移すことがで での流れをある あるが，担当す する姿が見られ， 陶芸の作業に対する

きる。その反面，程度理解してい る作業に責任を 自分の工程に対 技能や態度は，ある程

休み時間には積 る。また，細か もって取り組む する責任を感じ 度評価できる段階であ

Ｃ 極的に話し掛け な作業も，道具 ことができる。 ている姿が見ら るが，自信をもって作

ることができる を活用して取り 自分に任された れた。その反面， 業を進める力や意思を

が，授業の場で 組むことができ 作業に集中し， あいさつや返事 積極的に表出する力に

自分から相談や る。手元や周囲 時間いっぱい取 を恒常的に行う 課題を感じる。『興味関

質問をすること の安全に気を付 り組むことがで 様子は，実習に 心に基づく選択』や『活

は苦手である。 けながら道具を きる。 おいては見られ 動の振り返りと次に生

使用することが なかった。 かそうとする努力』に

できる。 課題があるといえる。



実際

主な学習活動
指 導 上 の 留 意 点

生徒Ａ（粘土まとめ・タタラ機班） 生徒Ｂ（粘土まとめ・タタラ機班） 生徒Ｃ（切り取り班）
導 １ 始まりのあいさつ
入 ２ 出席確認

・ 前時の製作物を実際に確認することで，より具体的に思い起こすことができるようにする。10 ３ 前時の振り返り
・ 完成度についても触れ，仕上がりの重要さも意識して製作に取り組むことができるようにする。分 ４ 本時の活動内容確認

５ 四つの目標確認

・ 意欲を高めるために目標個数はできるだけ生徒自身が考えることができるようにする。・時間を守る
・ 四つの目標は，Ｔ１が本時の授業のポイントとして「あいさつ・返事をする」に絞って提示する。・あいさつ・返事をする

・みんなで協力する
・安全に気を付ける ・ 必要な道具を確認し班で協力して道具を準備することで，製作に対する意欲を喚起できるようにする。

展 ６ 各作業工程に分かれて ① タタラ機にかけやすいよう麺棒 ① 粘土を適切な大きさ・厚さにす ④ 板状になった粘土の形状を考え
開 の活動 で均一に粘土を伸ばす。 るために，麺棒でゆっくり伸ばす。 て型を置き，効率よく切り取るこ
45

その都度適量を置くことで，均一 粘土を潰しすぎないために，添え
とのできる配置を考える。

分 ＜粘土まとめ・タタラ機＞
な粘土まとめができるようにする。 木付きの粘土板を使用することで， ⑤ 針を垂直に当てて，ぶれないよ

①粘土をたたく伸ばす 一人で調整ができるようにする。 うに切り取る。余った粘土はＴ１
②タタラ機にかける 目標個数を意識できるようにする

かＴ２を呼び，回収を依頼する。
③次の工程に依頼する ために，できたカードを活用し，作 ② まとめた粘土をタタラ機の方向

＜切り取り＞ 業に取り組む時間を視覚的に理解で に合わせて置き，板状に形成する。 ⑥ 接着面となる傷の位置を間違え
④型を粘土に合わせる きるようにする。

機械に対しての興味が高いので，
ないようにして，適度な深さで傷

⑤切り取る ② タタラ機の指定した位置に粘土
タタラ機に注意を奪われないようす

をつける。
⑥接着面に傷をつける を置きハンドルを回すようにする。 るために，粘土を置く位置を確認し ⑦ 次工程の作業の流れを判断して
⑦次の工程に依頼する

最後まで安全に作業ができるよう て作業に取り組むように配慮する。 依頼をする。
＜形成＞

にするために，教師と一緒にハンド
⑧器状に形成をする ルの位置を確認して回すようにする。 ③ 粘土を床に落とさないよう慎重 基本的には見守るようにするが，
⑨取っ手を接着する に取り扱う。 困惑した際はＣ自身から質問できる
⑩仕上げをする ③ 粘土に傷をつけないよう慎重に

粘土板をタタラ機の近くに置いて
ように，事前に質問することへの意

⑪完成個数を確認する 運び，ジェスチャーで依頼をする。
伸ばした粘土を乗せることによって，

識付けを行う。また，チェック表を

物にぶつかってしまうことが多い 粘土を丁寧に扱おうとする意識を高 活用して，自己チェックできるよう

ので，ルートを指定し，Ａの横から めることができるようにする。
にすることで，主体的に活動できる

Ｔ５が付いていくようにする。
場面を増やすようにする。

終 ※ 時間の都合上，片付けは簡易に行う。
末 ７ 反省・まとめ ・ 目標個数の確認では表に○印を付けわかりやすようにする。
5 ８ 終わりのあいさつ ・ 反省は各グループから一人ずつ話し合いで発表者を決めることで，グループ及び全体で協力して製作したという
分 意識をもつことができるようにする。

※ は個に応じた作業内容。 は対象生徒への留意点。
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